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酒

の

政
.
府

專

費

ぐ」
公

益

神

戸

正

雄

ジ

ひ

ら

.

緒
言

(
「
本
研
究
の
目
的
二
説
述
の
順
序
)
.

-
.
.

、
.

(

(

第

一
段

本
間
[題
の
晶削
椹
拍　

ラ

其

一

公
益
の
意
義

(
一
財
政
關
係
以

外
の
公
共
的
利
益

二
時
に
倫
難
及
衛
生
上
の
利
益

}

其
二

蓋

の
本
間
得

於
げ
蚕

讐

↓
雇

政
務
に
於
げ
套

奮

垂

コ
禁

酒
麗

問
題
に
於
け
る
公
益
の
墨

　.

(

(

「

.第

二
股

木

問
題

ヨ

ー
、
華

酒
の
羅

の
畜

・
覧

た
・
本
問
題

∩
酒
の
饗

宴

り
の
翼

認

窒

の
露

鋒

繋

會
の
制
電

酒
の
餐

む

(

〔

(

'

の
観

察

)

ラ

ラ

其

二

酒

の
原
料

の
方
面

よ
り

見

た

ろ
本
間

題

(
}
日

本
米

の
節
用

二
常

卒
曾

の
颯
用
.)

く

く

.

結

論

(全

文

の
要

旨

)
.

r
.
.

.

・

・
.

緒

言

、

'

、

・

.
私
は
會

、
日
本
の
實
際
財
政
策
の
ぎ

し
て
、
酒
の
政
府
妻

薦

む
書

で
φ
る
・
其
理
由
・
之
が
利
響

ゴ

を
今

一
々
逓
ぶ
る
こ
ご
は
爲
さ
な

い
が
、
既
に
私
の

一
般
官
業
に
關
す
る
意
見
に
於
て
M
略
ぼ
其
の

一
般
官
業

に

　

共
通

な

る
だ
け

に
就

い
て

の
事
項

は
盲

ひ
番

し

て
居

ウ

、
其

に
依

れ
ば
大
膳

、
財
政

上
に
は
利
害
相
半

ば
し
、
政

論

訊

酒
の
政
府
蹴
費
建
公
益

第
十
巻
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四
號

=
二
》

四
六
七

N
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,

論

説

酒
の
政
府
嵐
舜
ご
公
益
.

第
+
巻

(第
四
競

一四
}

四
六
大

治
…及
生
産
政
策
上
匿
て
は
不
利
に
傾
匙
ρ
肚
會
政
策
上
に
は
有
利
こ
い
ふ
分
で
あ

っ
陀
。
其
れ
だ
け
で
は
末
だ
」酒

妻

を
肯
定
す
る
.に
は
幾
分
不
満
足
の
嫌
は
あ

る
が
、
其
.れ
に
し
て
も
既

に
.蓼

の
観
察
黙
の
中

に
就
き
て
肚
會

政
策
上
の
熟
蚕

き
を
成
ず
台

盤

に
於
て
は
、
之
を
以
,て
し
て
も
寝

酒
護

K
大
反
調
を
爲
す
こ
ε
だ
け

は
出
来
な
い
。
然
る
に
夫
の
前
回
及
前

々
回
の
論
文
に
於
て
私
が
論
究
し
た
所

に
依
乃
ご
、
酒
.の
課
税
に

っ
き
て

も
、
專
頁
に
依

る
こ
ゼ
、に
よ
り
て
、
肚
會
政
策
上
#
に
公
巫
レ裸
視
上
重
大
な
る
利
金
の
暴
げ
ら
る

、
ご
ざ
の
明
か

握

つ
π
に
就
ぎ
て
は
・
酒
護

の
爲
腱

一
箸

利
蓬

つ
た
。
弊

・葦

の
論
誉

何
れ
も
酒
の
み
に
閲
し

だ
こ
.ε
.で
は
削
く
、
又
見
様

に
よ
り
て
は
左
窪
で
重
大
で
な

い
ε
も

い
ひ
得
る
所
で
、
其
だ
け
で
以
て
酒
事
費
を

主
張
す
る
に
は
勃
児
島

威
を
免
れ
な
い
。
然
詮

蓬

此
酒
に
つ
き
て
は
公
益
上
或
葵

な
る
親
祭

あ
っ
て

其
よ
リ
レ
て
は
是
非
毫

政
府
醤

を
鋤
め
し
む
る
こ
ミ

な
り
、蔵

民
禽

鋳

す
る
重
要
の
程
度
が
、之
に

俘

ふ
若
干
の
不
利
を
優
に
忍
ば
し
む
る
に
足
る
所
で
あ
る
。
私
は
傍
ち
藪

に
比
熱
を
明
か
に
し
π
い
ε
考

過
る
。

本
文
説
述

の
順
序

已

て
は
、
先
づ
本
問
題

の
前
響
.

し
て
、
公
益

の
意
義
及
其

の
本
問
題
に
於
け
る
重
要
を

説

き
、
然

る
後

、
本
問
題

に
入
り

て
、
酒
其
為

の
」
消

費

の
力
面

よ

り
ε
、
其
原
料

た

る
米

の
方
面

よ
り
ε

に
分

っ
て
述

べ
や
う

ε
思
ふ
。

て
.

.

、

第
二

段

本

間

題

の
前

提
、

'



'

其

一

公

益

の

意

義

{
藪
に
公
益

窪
い
ふ
の
は
財
政
關
係
以
外
の
國
底
企
膿
に
交
渉

め
る
利
益
こ
い
ふ
こ
ε
で
あ
る
。
廣
く
公
益
ピ
い

(へ
催
之
に
財
政
関
係

の
利
益
も
賞
勲
含
ま
る
Σ
が
、
便
宜
上
か
ら
は
其
を
除

い
た
其
以
外
の
公
共
射
利
盆

ざ
も
解

し
得
ら
る
ン
。
今
此
意
味
に
て
之
を
使
用
す

る
。
而
し
て
叉
斯

か
る
公
益
は
之
を
酒

の
場
合
に
つ
き
て
見
れ
ば
、

其
に
關
聯
す

る
倫
理
衛
生
及
縄
濟
上
の
利
益

に
外
な
ら
な

い
。
詳
し
く

い
へ
ば
酒

の
濫
費

が
人
々
の
健
康
を
傷
け

共
電
義
を
破
り
、
其
経
済
を
苦
し
め
、
引

い
て
は
生
産
能
摩
を
減
遇
せ
し
め
、
資
本
を
減
少
せ
し
め
、
肚
會
及
家

庭

の
否
和
を
棄
し
、
随
ふ
て
管

に
文
化
政
策
上
好
ま
し
か
ら
ざ
る
結
果
を
齎
ら
r
の
み
な
ら
争
、
生
産
及
肚
會
政

策
上
に
も
有
害
な
る
結
果
を
生
す
る
◎
其
に
加
ふ
る
に
、
日
本

の
酒
の
原
料
た
る
米
が
ま
た
食
料
問
題
上
に
重
大
.

な
る
意
義
を
有
し
、
酒
殖
て
酒
造
用
米

の
濫
費
亡
い
ふ
こ
ご
は
、
國
民
の
健
康
に
も
將
た
其
蓮
義
の
上
に
も
、
随

て
は
ヌ
肚
會
政
策
上
に
も
大
に
不
良
な
る
影
響
を
有

つ
。
私
は
此
等
の
親
黙
に
よ
b
て
本
問
題
を
扱
は
う

ε
思
ふ
。

　二
所

で
右
の
如
く
公
益
を
以
て
晶
財
政
關
係
以
外

の
公
共
的
利
益
`
し
た
に
は
し
π
が
、
其
中
で
も
特
に
倫
理
及

(衛

生
上

の
利
益
が

一
層
重
大
ご
考

へ
ら
る
」
ゆ
其
が
引

い
て
生
産
政
策
並
に
砒
會
政
策
上
に
も
更
な
る
影
響
を
與

ふ
る
が
、
其
は
兎

に
角
こ
し

倫
理
衛
生
上

の
利
益
其
も
の
が
其
だ
け
に
て

縄
人
な
る
贋
値
を
有

つ
ε

認
め
ら
る

る
。
酒
の
消
費
の
爲

め
に
人
の
経
済
を
厭
　迫
す

る
ご
い
ふ
黙
の
如
者
は
、
此
は
前
者

に
比
し
て
は
む
し
ろ
輕

い
も
.

.
の
ピ
見
る
べ
き
で
あ
る
。
其
れ
故
に
私
は
下
に
圭

ご
し
て
倫
理
衛
生
上
の
黙
よ
り
公
益
を
見
て
本
問
題
を
説

か
う

論

説

酒
の
政
府
軍
費
ぜ
公
益

第
†
巻

(第
四
號

一
五
)

四
六
九

.
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論

説

酒
の
政
府
韓
藍
雷
公
登

第
†
描

(第
四
號

二
八)

四
七
〇

竃
場

ふ
る
。

其
二

公
益
.の
本
問
題

に
於
.け
る
重
要

.

↓
凡
そ
国
家
は
公
盆
を
計
寒

き
使
命
を
有

つ
。
公
盆
上
必
要

ご
認
む
る
養

て
は
、
私
人
の
経
済
に
不
利
を
加

く

し
　

融

を

毒

す
署

で
な
い
(遊

。
之
高

楚

腰

其
整

の
爲
め
塗

盆
無

税
す
べ
か
ら
で

て
威

し
ろ
公
益

の
示
す
所
に
從

て
財
政
策
を
立

つ
べ
ぎ
も
の
で
あ
る
。
動
も
す
れ
ば
尉
政
家
は
.其
課
税
に
つ
き
て
も
.先

づ
以
て
財
政
牧
人
關
係
を
考
ふ
る
。
が
其
は
.誤
で
あ

る
ゆ
本
来
最
良
の
財
政
家
は
最
良
の
政
治
家
で
な
け
れ
ば
な

良

。
彼
は
財
政
を
以
逼

三

般
園
務
、
殖
て
公
益
の
爲
め
の
手
段
馨

、
ご
を
斐

、
手
段
の
魚
道

目
燭

を
没
却

し
τ

は
な
ら

源
。
r財

政
牧
ん
を
漁

る

の
醗
り

、
大
切
な

る
国
民

の
健
㎜生
な

る
獲

達

、
階
…て
其
倫

理
衛
…生
上

の
利
益

を
忽

に
し
て
は
な
ち

諏
。
之

を
忽

に
し

て
居

っ
て

は
、
如
何

に
農
密

な

る
射
放

牧

み
あ
り

ε
も
共

は
無
用

で
あ

る
。
勿

論
、

一
方

に
は
豊

冨
な

る
牧
入
を
得

て
国

民

の
倫

理
徳
生

土
の
利
益
を
進
捗

す

る
ご

い
ふ
乙
ご
も
あ

る
が
、
.併

し
真
前

に
是
非

ε
も
此

牧
入
を
釁

る
に
就

き
て
此
.利
益

を
保
護

し
な
け

れ
ば
な

ら
ぬ
り
牧

入
を
羅

乃
に

當

り
既

に
此

倫
理
衛

生
上

の
利
盆

を
働

け

て
は

、
後

t
な

っ
て
幾
ら
補
修

し
た

ゾ、
て
も
最
早
本

復

は
出

家
な

炉
。

初

め
よ
間り
し
て
北
大

切
な

る
も

の
に
甚

大

の
考
慮
を

魏

っ
て
牧
入
策

を
立

つ

べ
き
で
あ

る
(註
二
　。

(註

一
)

グ
ツ
ツ
ー工
曰
く
、
吾
人
は
掛
構
ヵ
に
糠
利
改
椛
力
日
的
の
外
に
、
一般
蘭
越
保
護
貝
的
の
尉
め
に
経
済
及
甦
食
生
活
に
干
渉
す
べ
唐
櫃
能

.

藷

む
も

わ

.
{盈
=
V
多

ヶ
あ

如
寝

實
際
翼

の
結
果
「凡
へ
'、
の
禦

響

に
璽

、て
財
整

の
利
華

営
繕

員

他
の
利
華

挙

る
あ

で
身

」

2)
3)

Getz,DasBranntwcimnonopolalsBesteuerungsform.S.22.

Ta〔 ⊥uet,Lemonopolede1'alcool..P・3[9・

●



山

ε
い
ふ
て
、
看
ε
反
封
の
見
解
々
取
る
も
、
私
に
飽
く
ま
で
理
論
上
私
の
説

の
正
當
々
固
持
す
ろ
。

うに
酒

の
課
税
に
つ
き
て
も
均
し
告

の
説
を
適
用

し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
・
財
政
家
は
之
に
つ
碁

盆

の
示
す
所
に

從

っ
て
私
人
の
経
済
を
歴
迫
す
る
も
辞
す

べ
き
で
な
く
、
又
公
益
.の
指
定
す
る
以
上
は
財
政
利
益
を
犠
牲

に
供
す

乃
も
辞
す
べ
き
で
な

い
。
勿
論
財
政
利
益
を
相
當
に
進

め
つ
、
、
之
ε
並
行
し
て
公
益
特
に
夫

の
倫
理
衛
生
上
の

利
益

を
進
め
る
こ
己
は
出
来
る
。
何
れ
に
せ
よ
飲
酒
は
公
益
上
抑
制
す

べ
き
も
の
で
あ
り
(註
三
)、
此
酒
の
課
税
に

っ
き
て
は
、
酒
の
此
特
段
な
る
性
質

に
考
え
て
特
に
此
公
益
に
重
き
を
置
き
て
考
究
し
な
け
れ
ば
な
ら
澱
。
即
ち

酒
の
課
税
に
於
て
は
倫
理
衛

生
上
の
親
黙
が
其
重
黙
ピ
い
ふ
て
頁

い
(註
四
)。
由
来
酒
税
は
實
際
に
於
て
財
政
牧
人

の
人
な
る
庵
の
で
あ
り
釜
五
)、
面
し
て
之
を
政
府
專
費
化
す
る
こ
ε
に
依
り
て

一
層
多
く
此
目
的
を
達
す

る
こ
ε

を
得

る
の
見
込
が
あ
b
(註
六
)、
特
に
此
に
於
て
租
税
時
代
よ
り
も
簡
易
な

る
手
締

に
よ
り
て
壇
牧
を
計
る
こ
ε
の
.

出
来

る
便
も
め
り
(註
七
)
、
　労
々
此
專
費
を
以
て
主

ざ
し
て
財
政
牧
人
の
矯
め
に
行

ふ
も
の
ε
見
や
う
ご
思
ふ
傾
が

あ
る
け
れ
こ
も
、
此
等
は
何
れ
も
捉
は
れ
陀
る
見
解
で
あ

っ
て
、
矢
張
り
飽
く
迄
も
原
則
逼
り
公
益
、
此
場
合
に

は
特

に
.倫
理
衛
生
に
重
き
を
置
き
て
之
を

考
察
す

べ
き
で
あ
る
。

若
も
財
政
牧
人
に

重
き
を

貴
く
ピ
い
ふ
な
れ

ば
、
酒
の
如
き
も
の
か
ら
取

る
べ
き
で
は
な
く
、
所
得
税
其
他
の
如
く
倫
理
衛
生
關
係
の
問
題
ε
な
る
こ
ご
の
少

き
も
の
か
あ
取

る
べ
ぎ
で
あ

る
。
又
均
し
く
酒
よ
b
取

る
ε
し
て
毛
軍

北
牧
人
だ
け
の
短
め
な
ら
ば
普
通
の
税
の

盤

で
も
宜
し
く
、
態
々
專
費

に
依
な
に
は
及
ば
な

い
(註
八
)
。

諦

観

酒
の
政
府
專
費
ミ
公
益

第
十
巻

〔第
四
號

】
七
)

四
七
一



曲

論

競

酒
の
政
駐

饗

蓋

、
.

第
+
禽

(鋳

號

青
天

)

四
七
二

塗

じ

.ゲ
ツ
ッ
嵌

酒
気

り
垂

ぜ
ら
ろ
画

風
簾

薗

量

蓑

圃
民
讐

の
馨

が
重
要
で
、
穣

力
髭

響

動

制
す
・
の
騰ユ

が
等

を

い
ひ

コ
ン
ラ
ー
ド
も
亦
駿

及
鐙

が
飲
酒

ド
毒

て
利
銭

　

も

雇

多
く
馨

の
生
害

.
・
・、
察

し
を

い
ふ
て
居

る
。

(註
四
)

バ
リ
ュ
ー
は
火
酒
稔
に
其
税
率

の
決
定
が
、
恐
ら
く
ば
貢
澹

の
公
準
な

み
分
配
£
り
も
異
り

た
ろ
道
義
上
の
考

に
依
噂
解
ぜ
ら
れ
且

つ
担

示
さ
れ
た
る
稀

な
ろ
例

の

一
た
示
ず

ピ
い
ひ
、
パ
ス
テ
ー
ブ
ル
に
道
義
化

の
手
段
ξ
し
て
租
穐
触
用

99
る
こ
ピ
に
、
命
日

に
て
も
酒
精
飲
料
稔
の

の

示
す
如
く
重
嬰
な

ろ
窮
項
で
あ

ろ
ミ
い
ふ

(曲
面
)

フ
ナ
ソ
ケ
に
酒
精
飲
料
1{
到

る
威
に
凡
べ
て
の
泪
養
醗
の
出

騒
及
中
心
鮎
な
成
す
ピ
い
ひ
、
ボ
τ
デ

ン
ハ
イ

マ
ー
に
火
酒

11
全
く
人

な
る

.

租
税
堰
入
な
生
す
る
も
の
こ
爲
す
。
そ
し
て

バ
ス
テ
ー
ブ

ル
に
採
用
で
る
形
式
11
何
で
あ
ろ
に
し
て
も
、
酒
類

ピ
煙
草
ざ
は
間
接
税
の
關
す

ろ
だ

け
で
に
近
音
將
來
に
重
な
る
財
源
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
ざ
い
ひ
、
ポ
ー
リ

ユ
ー
は
消
費

暁
申
、
最
薦
む
べ
會
も
の
は
煙
草
税
で

、
其
次
ぎ
が
火
酒

税
で
あ
ろ
ピ

い
ふ
て
居
る
。

(註
幽(
)

可
ツ
パ
ー
ト
に
酒
精
獅
占
の
凡
べ
て

の
形
式
に
共
通
な
の
は
、
租
税
貢
櫓
の
彊
音
引
上
文

に
此
税
源

の
多
牧

の
向
上
の
可
能
で
め
ろ
ピ
篤

し

、
(
ッ
ケ
ル
も
火
酒
櫛
占
11
最
容
易
ド
火
酒
税
政
入
の
盟
ま
し
き
増
加

な
許
す
ε
.篤

し
、

エ
ー

ペ
ル
ヒ
も
火
酒
濁
占

の
利
益

ぞ」
し
て
、
財
政
牧

人
が
大

に
滑
加

ぜ
ら
れ
得

る
こ
ピ
々
擧
げ
て
居

る
。
其
他

ニ
ソ
チ
に

一
般
に
政
府
観
血
の
選
ま
る
」
重
な

ろ
原
因
は
、
戒
場
台
に
に
凡
べ
て
他
の

製
造
各

霧

の
税
毒

も
言
笑

な
る
攻
入
海
保
離
す
ろ
こ
三

在
り
篤

し
、
発

グ
ト
も
此
財
政
櫛
占
が
事
醤

依
り
て
箔

嚢
税
誘

.

わ

生

す

.へ
音
乱取
益

々
播
州加

マ
・ろ
の
軸狩
に
有
ヵ
【な

ろ
方

法
で

あ

ろ
こ

い
ふ
て
居

ろ
g

硅

七
)
・
・
ウ
イ

ン
は
曰
く
・
蜀
占
採
用
前
に
一i
奮

租
税
引
上
に
、
立
法
的
方
法
轟

ξ

ミ

垂

し
て
羅

に
遭

遇
し
た
。
然
る
に
濁
占

髭

腰

蓑

畠

讐

し
れ
・
聖

天
葵

臣
の
食

て
火
酒
・
禁

書

響

で
勝
手
翫

上
…

慕

得
・
㍉

の

(駐
八
)

呂
ラ

ス
は
曰
く
、
人
が
大
な
ろ
取
入
た
火
酒
泊
盛
税

よ
り
得

や
う

ε
す
ろ
加
ら
ば
、
必
ず

し
も
蜀
出
た
要
し
な

い
守、。

第
二
段

本

問

題

・

'

`の
5)

6)

臨 書 ・魯 舗,4q.Couradsimpbts:2・Grundriss.6d.II.p.4、Fw.zA,o.Basta鹿S.72.Publ・ 。 ・。。n。e,・d.
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其

一
・
酒

の
滑
費

の
方
面

よ

b
見

た
」る
本
問

題

ラ一
溜

の
清

費
量

よ
り

の
観
察

(
一A

溝
費
量

の
調
節
-

酒
の
消
費
は
利
よ
り
も
む
し
ろ
害
が
多
ぐ
、
倫
理
衛
生
上
よ
り
見
れ
ば
全
く
無

`
す

る

(
か
、
少
く
ε
も
之
を
適
度
ご
す

る
が
戻

い
。
、
適
度

が
困
離
ご
あ
れ
ば
無

ご
す
る
の
外
な
く
、
恐
ら
く
は
其
建

に
最

後
の
蹄
趨
が
あ
ら
う
が
、併
し
其
も
亦
た
行
ひ
難
き
も
の
が
あ
り
、
特
に
財
政
上
国
ま

る
ε
い
ふ
に
就

い
て
は
(註
九
)

矢
張
り
適
度
の
溝
費
を
導
く
こ
ε
に
來
ら
ざ
る
を
得
な

い
。
而
し
て
共
に
は
二
の
方
法
が
あ
る
。

一
は

一
入
當
り

年
最
高
…胴
費
景
幾
許
ε
指
定
し
て
、
其
者

に

一
年
置甲
に
歪
計
其
れ
だ
け
以
上
の
萱
却
を
禁
ず

る
こ
ε
で
、
他
は
別
.

に
此

の
如

き
も

の
を
定
め
す

し
て
、
唯
だ
酒

の
債
を
大
膿
高
ぐ
し
、
特
に
高
等
品

に
は
非
常

に
之
を
高
く
し
て
、

一
般
人
を
し
て
目
ら
酒

の
清
費
を
筍
せ
ざ
る
を
得
ざ
ら
し
む
る
こ
巴
で
あ

る
(註
[
○
)。
實
際
に
於
て
は
跳
二
の
中

の
何
れ
か
を
選
む
の
外
な

い
(註
=

)。
そ
し
て
其
中
で
は
前
者
が
消
費
を
適
度
に
す
る
に
最
適
切
で
は
あ
る
が
、

併
し
此
は
監
督
が
面
倒
.で
あ
る
の
み
な
ら
す
、
財
政
牧
人
に
重
大
な
る
不
利
を
生
申
み
ご
い
ふ
こ
ざ
も
が
あ
る
。

で
多
分
財
政
上
の
利
益
も
相
當
に
収
め
ら
れ
、
而
か
も
消
費
量
の
取
締
も
入
ら
ホ
し
て
自
然
に
其
量

の
調
節
の
行

は
る

＼
第

「
一の
方
法
が
む
し
ろ
多
く
行
は
る
N
こ
ε
、
な
ら
う
。
此

は
前
者
に
比
し
て
倫
理
衛
生
上
不
満
足
の
嫌

.

が
あ
る
が
、
夫

の
無
制
限
自
由
よ
り
は
既

に
若
干
の
制
限
が
め
り
、
随
て
倫
理
衛
生
上
に
貢
献
す
る
の
散

に
採
用

せ
ら
れ
る
こ
ご
に
な
る
。
尤
も
其
の
孰
れ
を
探
る
か
は
精
密

に
い

へ
ば
聴
の
国
民

の
輿
論
叉
は
其
道
義
標
準

の
高

.

論

説

酒
の
政
府
轟
費
ξ
否
益

第
十
巻

〔第
四
號

一
九
)

四
七
三
、
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■

論

臨

酒
の
政
府
寓
費
ε
公
益

第
十
巻

(第
四
號

・二
〇
)

四
七
四

9

さ
に
係

る

こ
ε
で
あ

る
。
併

し
其

の
孰
れ
を
探

る
を
問

は
事

、
兎
に
角

構
賓
量

調
節

の
爲

め
に
は
政
府
專
.萱
で
あ

m
μ

㏄

」

る
方

が
頁

い
(註
一
二
∀。
第

一
の
方

法

を
探

る
場
合

に
は

、
政
府
專
費

の
下

に
民

業

の
下

に
於

け

る
よ
り
も

分
量
制

馳
β

叫
㎎

限
が

雇

有
功
に
行
讐

、
。
笙

方
法
に
て
も
亦
、
第
二
方
法
に
て
も
、
政
府
嚢

暮

れ
ば
、,
民
業
の
場
合

温

㎜

真

晶

ε

・
骸

吸
入
由

利
箏

鰹

・
・
て
・
穐

衛
生

・
昌

を
欝

得
・
.
第
二
の
方
法
・
下

陣
盈

に
は
第

一
の
方
法
に
比
.し
て
財
政
牧
人
の
利
金
を
重
ん
ず
る
こ
ご
に
な
り
易
い
が
、
其
で
も
政
府
凋
占
の
下
に
於

.㎏

陽
㎞

盈

晩

て
は
之
を
抑
え
て
公
益
を
計

る
こ
ε
が
民
業
課
視
時
代
よ
り
は

一
層
容
易
で
あ
る
。
而
し
て
普
通
の
場
合

に
は
政

.眠
乱

p

B

旧

府
専
費
の
下
に
民
業
の
下
に
於
け
る
よ
り
も

一
層
多
く
酒
償
を
引
上
げ
る
こ
ε
、
な

っ
て
、
政
府
の
牧
人
を
減
少

讃

締

す

る

こ
ざ
な

く
し
て

一
層
多

く
清
費

を
節

せ
し

め
、
夫

の
倫

理
衛

生

の
目
的

を
も
達
せ

し
め
る
(註
一.三
)
此
等

の
照

隠

㍑
妨

　

エ

　

.舜
鷲
繋
灘
雛
激
禦

鷹
編
響
鍛
攣
-
難

.誌
範

賊

難

　醗

派纏
舗
縫
異

議
餐

口糧
勲

駈

論
断

器

醤

制
限
華

誓

・
…

い
ひ
・
匿
・
政
治
家
・
、
酒
饌

料
・
課
鮭

肇

般
讐

爲
筐

「
其
墨

髭

奨

裟

識

輔
蕊

　

.

穀
罷
勲讐
侃鰍
残
鴛
繭薦
蹄
誓
蒼
懸
紐
齢
μ
"論
蕪
騒
論
理
謝
踊

ロ

・
は
れ
て
居

う
が
、
此
目
的

の
爲

め
の
漉
當
な
み
霧

が
遮
窟

な
み
税
の
微
攻
で
あ
る
定
い
ふ
て
居

る
此
等
は
移

し
て
廓
盛
の
下

に
於
け

る
酒
側
軌

ゆ

塒



▲

上

に

つ
善

て

い
ふ
ご

ミ
葎
得

ろ
。

-

(註

一

一
)

第

三
の
方
法

ε
し

て

ベ

ル
ヤ
ー

の
制
限

的

猫
首

(ヨ
o
p
o
闘
乱

掃
卑
同一〇
[一州)

に
よ
り

て

、
年

々
段

々
ご
清
雅

々
減

少

に
向

に
し

む

る
方

動

7

策
も
あ
ろ
が
、
此

に
理
想
な
無
消
費

に
置
き
、
蜀
占
か
以
て
A
,日

の
多
澗
費
よ
り
此
無
漕
費

に
移
ら
し
む
ろ
の
過
渡
手
段
ご
し

ゃ
う
ε
い
ふ
の
で

、あ
る
コ
併
し
薪
程

ま
で
に
す

ろ
こ
ミ
が
倫
理
衛
生
上
必
要

な
り
や
が
疑
に
し
き

の
み
な
ら
ず
、
此

に
て
に
財
政
上
の
大
不
利

毛
あ

み
の
故

に
之
が

操
用

が
躊
躇

ぜ
ら

る
憶
o
敢

て
此
秘
も
末
女
の
選
澤
の

一
F
鍛
丸
る
必
要
な
き

所
で
あ
ら
う
。

一註

一
=
)

ニ
ソ
チ
は

一
般

に
當
該
湘
費
吻
の
偵
絡
な
高
く
し
及
此

F
よ
り
て
其
消
聾

心
減

少
ゴ
る
こ
ε
為
以

て
櫛
占

の
長
所
ミ
篤
し
、

ヘ
ッ
ケ
ル

も
蜀
占
の
租
税
形
式
が
消
費

の
制
限

に
依
り
て
祉
會
政
策
上
の
考
な
結
付
く

ろ
こ
ミ
心
得

こ
駕
し
、
エ
ー

ベ
ル
ビ
に
火
酒
課
税
の
利
益
ε
し
て
屡

々
擧
げ
ら
ゐ
・
肚
會
政
策
上

の
考

(酒
の
小
賞

ミ
消
費
ご
を
制
限
し

や
う
乏

い
ふ
)
が
濁
占

に
依

り
て
最
有
功

に
蓮

ぜ
ら
る
」
な
得
ピ
篤
し
、
ウ
'

ン
プ

エ
ン
バ
ソ

バ
も
火
酒
劉
占

に
よ
り
て
飲
料
火
酒
吻
消
費

潜
便
絡
決
定

ド
依
り
壁
ま
し

き
方
法

に
て
調
節
す
べ
き
大
な
み
利
益
が
逮

煙
ら

る
ぐ」
.

ロ

う口

駕
す
。
其
他

エ
ラ
ス
は
飲
酒
抗
争
に
私
讐
業
に
大
な
ろ
干
渉
な
く
し
て
に
逡
ぜ
ら
れ
な
い
こ
い
ふ
。
そ
し
て
露
圃
.、
瑞
西
の
立
法
者
も
亦
其
火
酒

車
費
々
消
費
制
限
に
基

づ
け
た
如
く
で
あ

ろ

(
ロ
ツ

シ
ァ
ー
に
瑞
西

の
《
酒
專
喪
に
財
政

上
の
理
由

よ
り
に
む
し
ろ
滋
養
警
察
上
の
理
由

よ
り
採

用

さ
れ
た
る
が
如

し
ε
い
ひ
、
エ
.i

ベ
ル
ビ
ば
露

国
に
て
猫
占
な
採
用
し
た
る
主
た
る
目
的
ば
酒
精
濫
用
の
制
限
に
在

つ
れ
ミ
い
ひ
、
レ
ウ
イ
ン

も
露
国
政
府
は
　久
書
上
に
現
は
れ
た
所
で
匡
其

】
八
九
三
年

の
新
法
律

の
採
用

に
於
て
肚
曾
政
策
上
の
動
機
即
ち
飲
酒
抗
争
な
主
こ

し

た

こ

い

ふ
)
,然
し
此
葦

も
の
が
彙

に
於
査

必
す
し
芋

分
旨

昔

的
姦

し
な
か
契

(磐

多

.亨

接

れ
ば
、
臨

鑑

胃

播

さ
■

れ
た
る
櫛
占
は
飲
酒
主
義
の
よ
に
別
段
の
影
響

心
有
た
な
か

っ
た
ご
い
ふ
こ
こ
で
あ
り

、
レ
ウ
イ

ン
に
依
れ
ば
露
国
に
て
ば
濁
占
採
用
後

、
急
速

に
再
び
火
酒
酒
盛
が
上
ぼ

つ
て
居
る
。
随

っ
て
此
國
に
於
け
る
猟
書
採
用
心
身

ズ
む
し
ろ
純
財
政
策
ミ
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
建

い
ふ

こ

ご

で

あ

潤
る
)
ド

(尤
も
タ
ツ
ケ
ー
の
瑞
西
に
つ
き
て

い
ふ
た
所
は
誇
張
な
や
う
で
め
り

、
此

に
て
は
獅
占
採
用
後
、
む
し
ろ
火
酒
消
費

の
減
少
存
見
六
ε

15

い
ふ
方

が

正
し

い
D

ニ
ッ

チ
、

エ
ー

ベ
ル

ビ
蕩

照
)

℃

ヒ

の

(駐

=
昌
)

リ
ソ
パ
ー
ト
ば
小
彊
及
居
酒
屋
濁
占

に
於
σ
る
火
酒
專
資
に
.・
飲
料
火
酒
の
債
格
の
引
上
に
£
り

て
・
牧
人

の
減
少
な
し
に
湘
費

の
制

限
に
影
響
す
み
の
手
係
り
た
供
す
ε
爲
し
、
パ
リ
ユ
ー
に
火
酒
税
に
就
寺
て
で
は
あ
ろ
が
、
之
が
引
上
が
清
艶

の
衛
生
上
及
濫
蓑
上
の
制
限

こ
公

臆

醸

酒
の
政
府
轟
壷
ピ
公
証

・

第
+
巻

(
第
四
號

二

ご

四

七
五

12》.

13)

14)

15)

1'ippert.a.a.O.S・75・
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論

説

酒
の
政
府
轟
壷
電
公
益

第
+
巻

(第
四
號

二
二
)

四
七
六

)

●

ロ

ロ

吸
入

の
増
加
電
な
開
和
す
る
目
的
な
持

つ
こ
ε
々
得

ろ
ピ
い
ふ
て
居
ろ
。

ラ

ナ

B
滑
…費
機
會
の
制
限
-

前
記
酒
償

の
引
上
は
汰
を
し
て
経
済
上
、
滑
費

を
制
限
せ
ざ
る
を
得
ざ
ら
し
む
る
も

く
の
で
あ

る
が
、
藪

に
又

凋
占

の
場

合

に
は
清
費
機
會

を

少

か
ら

し
む

る
や
う

の
施
設

の
行

は
れ

て
、
爲

め
に
幾

分
か

消
費

を
少

か
ら
し
む

る
ご

い
ふ
こ
ご
が
あ

る
。此
方

か
ら

は
八
.が
纒
湾

上

に
は
清
盛
す

る
の
カ

あ
る
に
拘
ら
争

、
之

を
敢

て
せ
ざ
る
こ

ε

、
な

る
の
で
あ

る
。

即
ち
夫

の
課

税
主
義

の
下

に
は
往

々
に
し
て
製
産

の
場
所

が
分
散

し
、

特

に
通
例

、
販
萱

の
場
所

が
番
所

に
設
け
ら

れ
て
人

々
が
消
費

に
誘

は

る

、
こ
ε

、
な

る
所

で
あ

る
が
(註
一
四
V、

政

府
凋
占

ε
な

る

ε
生
産

の
場
所

は
勿
論
、
特

に
販
萱

所

も
が
集
中

せ
ら
れ

て
少
敷

ε
な
り
、
其

に
色

々
の
取
締

も
が
俘

っ
て
自
ら

消
費

を
少

か
ら

し
む
.る
こ
ε

、
な

る
〔註

一五
v。
比

熱

に
於

て
も
確

か
に
政
府

專
費

の
方

が
租

税

制

に
勝

っ
て
居

る
。

(註

一
四
)

此
事
ば
課
税
主
義
の
下
に
て
も
特
・ト
小
生
産
に
射
し
天
恩
典
の
阻
ハえ
ら
る
㌧
威
に
著
し
く
現
に
る
、
。

(註

一
五
　

ニ
ソ
チ
に
當
該
γ『業
な
集
中
ぜ
し
む
ろ
こ
ミ
井
に
小
工
場
な
消
滅
ぜ
し
む
る
こ
ご
姫
以
て
此
硯
占
の
利
益
た
爲
し
、
ヘ
ッ
ケ
ル
ー1
欄
占

の
租
税
形
式
が
其
小
費
の
制
限
な
件
ふ
こ
ε
に
依
り
て
肚
曾
政
策
上
の
考
な
結
付
く
る
こ
ピ
為
得
て
爲
し
、
リ
ツ
パ
ー
ト
も
亦
た
小
磯
及
居
酒
屋

櫛
占
に
於
4/
る
火
酒
蜀
占
が
多
く
の
地
方
に
て
澤
山
の
居
酒
屋
な
不
要
ぐ」す
ろ
の
利
あ
り
ミ
爲
し
、
レ
ナ
ゥ
ル
ト
ー1
瑞
西
の
凋
占
が
小
経
管
の
排

切

除
に
依
ろ
飲
酒
の
制
限
な
以
て
一
特
徴
ご
す
ご
爲
す
。

ラニ
酒

の
品
質
よ
り
の
観
察

く前
記
消
費
量
の
減
少
こ
い
ふ
こ
ご
は
或
度
ま
で
は
、
民
業
時
代
に
も
行
は
う
ご
思
え
ば
行
ひ
得

る
。
併
し
品
質

の

純
冥

に
至
て
は
政
府
瞥

の
下
で
な
け
れ
ば
到
底
十
分
に
期
せ
ら
れ
な

い
。
民
業
に
任
か
す
ε
、
動
も
す
れ
ば
不
頁

有
害
な
る
物
を
供
給
し
、
人
々
の
衛
生
及
道
義
を
損
す

る
こ
ご
に
な

る
。
之
を
十
分
に
厳
重
に
取
締
る
こ
ご
は
難

16)

‡7》

Lippert,a.a.0・S・68・Parieu.1.c.P.450-451・L・
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▲

、

、

い
。

政
府

が
恵
～ら
製
造

販
宣
す

る
に
至

っ
て
初

め
て
此

弊
を
冤

る

、
こ
ε
を
得

る
(註

一六
)。
勿
論
此

場
合

に
も
窃

か
に
不
良

の
酒
を
作

っ
て
宣

り
叉
は
自
ら
清

費
す

る
こ

ε
な
し

ε
は

い
へ
な

い
が

、
h其

を
取
締

る
こ
ご
は
比
較
的

易

い
。・
叉
民
業

の
場
合

に
不
良

の
物

を
製
造

し
て
頁

品

の
姐

く
に
販
費

し
以

て
人

々
の
衛
生
及

道
義

を
傷

る
も

の

、
多

き
に
比
す
れ
ば
殆

ん
、ε
い
ふ
に
足

ら
な

い
。

り

(駐

=
ハ
》

ヘ
ッ
ク
ル
ば
櫛
占
の
租
脱
形
式

が
健
康
に
有
害
な

る
火
酒
の
販
壷
の
防
止

に
依
り
て
肚
會
政
策
上

の
考
な
結
付

く
ろ
こ
ε
な
得
ε
爲
し

ポ
ル
グ
ト
も
鉱
毒
競
争
の
艇
疸
の
下
に
、
品
物
が
不
頁

な
る
性
状
ド
て
惰
費
者
に
供
ぜ
ら

る
㌔
の
危
険
ば
政
府
櫛
占

の
場
合
に
ば
な

か
っ
た
こ
い

ひ
レ
ウ
イ

ン
も
亦

た
此

F
考
察

に
来

る
畢

一
の
問
題
に
凋
占

に
依
り
て

フ
ー
ゼ
レ
な
き
火
酒
が
消
費
F
挿
來

ら
る
N
こ
ピ
及
之
に
依
り
て
國

民
健

康
上

の
損
害
が
本
質
的

に
減
少
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
ピ
い
ふ
ご
ミ
で
あ

る
亡
い
ひ
(
夏
ら

に
進
.ん
で
此
火
酒
為
純
良

F
す
ろ
方
面

に
於

て
の
み
櫛

占

が
疑
も
な
く
成
功
し
た
`

い
ふ
。
其
他

ア
ル
グ
ラ
ー
プ
も
亦
其
火
酒
猫
占
案

に
よ
り
て
寳

に
此
衛
生
上
の
目
的
々
逡

ぜ
ん
ξ
し
、
飲
酒
の
有
害

な

る
結
悉

有
功

に
抑
制
ぜ
ん
が
爲
め
に
は
、精
爆

制

の
採
用

蕊

ふ
唯

一
の
方
法
あ
あ

を

篤
し

〔り
美

1
↓

、
二
季

も
諸
国
に
放
て

火
酒
濁
占

に
&
り
て
二
の
問
題
な
解
決
ぜ
ん

ご
し
た
り

ミ
爲

し
、
斯
か

ろ
問
題

ミ
し
て
画
家
ド
重
要
な

ろ
財
源
を
供
す

る
こ
さ

相
並
ん
で
純
耳

火
酒
の
供
給
為
摯

ぐ
る
駈
で
あ
り
、
更
ら

に
レ
す
ウ
ル
ト
に
依
れ
ば
瑞
西
の
濁
占
も
が
飲
料

の
出
来

る
だ
け
純

良
ド
つ
看

て
の
世
琴

・
い
ふ
ご
・・

淘

た
一
特
徴
ピ
し
て
居
る
。

・

i

『

其

二

酒
の
原
料

の
方
面
よ
炸
見
捻
る
本
問
題

酒
類
特

に
日
本
の
酒

の
原
料
が
食
料
こ
し
て
重
要
な
る
の
故
に
も
酒
が

一
の
問
題
ビ
な
る
。
.酒
其
も
の
＼
消
費

が
公
盤
上
の
問
題

`
な
る
の
み
な
ら
す
、
原
料
た
る
米
が
他
面
人
生

に
鉄
く

べ
か
ら
ざ
る
食
料
ざ
な
り
得
る
の
故

に
、共
闘
係
か
ら
も
酒
が
問
題
ご
な
り
、
之
を
製
造
販
萱
を
公
瞥
円
し
た
し
ご
い
ふ
こ
ε
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

う一
特

に
日
本
人
に
取
り
て
の
米
は
特
別
の
意
味
が
あ
b
、
日
本
人
の
日
本
米
に
謝
す

る
愛
着
は
非
常

に
眠
烈
で
あ.

(る
。
日
本
人
に
生
活
上
満
足
及
安
心
を
與
ふ
る
が
爲
に
は
何
よ
6
も
先
づ
北
米
、
而
か
も
日
本
米
の
供
給
を
十
分

論

説

酒
の
政
府
単
費
ピ
公
益
.

第
+
巻

(第
四
號

二
三
)

四
七
七
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論

説

酒

の
政
府
軍
費
ピ
公
益

第
十
巻

(第
四
號

二
四
)

四
七
入
"

に
す
る
こ
ε
を
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
澱
。
此

の
日
本
人
の
日
本
米
に
封
ず
る
愛
着
を
取
去
り
叉
は
輕
減
す

る
ご

ざ
は
絶
対
不
能
で
な
い
に
せ
よ
.

一
朝

↓
ダ
に
は
出
来
な

い
。
而

か
も
此
日
本
米
の
供
給
が
近
年
實
験
し
た
る
如

く
動
も
す
れ
ば
不
足
を
示
す
事
情
あ
る
に
於
て
、
何
ε
し
て
も
他
方
酒
造
用

の
其
を
適
宜
節
約
す
る
の
途
を
講
じ

丘

な
け
れ
ば
な
ら
孤
。

或
は
日
本
人
に
取
り
て
の
日
本
酒
に
封
ず

る
愛
着
も
が

非
常
に
強
烈
也
ε
も
い
ひ

得
る
が

其

に
し
て
も
所
詮
、
酒

鳳

一
般
的
に
い
ふ
て
生
活
必
要
品
ご
は

い
へ
な
い
か
ら
、
其
溝
費
は
生
活
必
要
品
ご
し
て

の
食
料
米

の
消
費
に
譲
ら
な
け
れ
ば
な
ら
鳳
。
餓
死
す

る
者
を
傍
観
し
て
飲
酒
を
爲
す
が
如
き
は
實

に
許
す

べ
か

ら
ざ
る
罪
悪
で
あ
る
。
或
は
米
食
者
に
取
り
て
の
米
、
特
に
日
本
米
も
が
贅
澤
で
あ
る
、
日
本
米
で
な
く
ε
も
外

囲
米
、
外
囲
湘
で
な
く
ε
も
萎
豆
芋
な
ご
か
ら
で
も
食
料
は
得
ら
る

＼
ε
も

い
ひ
得
る
が
、
其

に
し
て
も
日
本
米

に
封
ず

る
缶
取
椹
は
飲
料
用
よ
り
は
食
料
用
の
方

に
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
其
れ
で
此
百
種
の
需
要
の
關
係
を
萢
當

に
す
る
爲
め
に
は
、
政
府
に
於
て
之
が
管
理
を
行
ふ
こ
ご
を
要
す
お
こ
電
に
な
る
。
其
庭
で
出
乗

る
な
.ら
ば
凡

ぺ

て
の
米

に
つ
き
て
政
府
管
理
を
爲
す
の
が
此
目
的
を
密
全
に
達
す
る
こ
ご
に
な
る
が
、
其
實
行

に
は
色
か
の
故
障

困
難
が
あ

っ
て
、
容
易
に
着
手
し
難

い
ご
し
て
少

く
こ
も
酒
造
用
分
身
だ
け
な
り

ε
も
管
理
す

る
な
ら
ば
、
夫

の

調
節
が
可
な
り
良
く
行
ひ
得
る
。
其

に
は
政
府
が
酒
の
製
造
販
費

に
つ
き
濁
占
制
度
を
取
れ
ば
更
ひ
。
斯
く
な
れ

ば
政
府
に
於
て
日
本
米

の
需
要
供
給
を
考
察
し
て
、
其

に
基

づ
き
て
年
々
酒
造
の
爲
め
に
用
ゆ

べ
き
米
の
分
量
、

ラ

井
に
其
中
日
本
番

郷
囲
米
.あ

割
當
を
決
定
す

る
こ
ε
が
自
在
に
出
来
る
。
工
特
に
又
他
面

に
於

て
政
府
が
米

(

債
調
節
#
に
米
量
調
節

の
爲
め
に
常
平
倉
を
作

る
ご
す

ろ
な
ら
ば
、
其
運
用
止
に
も
酒

の
專
蟹
を
行
ふ
.こ
と
を
便

▲



、

▲

,

こ
す
る
噂
他
方
よ
り
い
へ
ば
叉
酒
の
專
責
も
が
此
常
李
倉
を
利
用
し
得
る
。
即
ち
米
の
生
産
が
豊
か
で
あ

っ
π
時

に
倣
切
角
う
ん
ご
此
倉
庫
に
買
込
ん
で
置

い
て
、
其

一
部
は
之
が
不
足
の
聴
に
慮
す
る
こ
ご
勿
論
で
あ
る
が
、
荷

ほ
他
部
は
酒
造
用
に
も
向
け

る
。
併
し
食
料
用
ε
し
て
の
米
の
不
足

の
場
合
に
は
其
程
度
如
何
に
よ
り
て
は
、
酉

造
用
に
豫
産
し
貯
.賊
し
た
る
分
も
早
速
之
を
食
料
用
の
爲
め
に
費
出
し
て
、
人
.民
の
生
活
問
題
を
解
決
す

る
こ
ご

ピ
爲
す

べ
き
で
あ
る
。
孰
れ
に
せ
よ
酒
の
專
費
は
食
用
米
の
調
節

に
も
貢
献
す
る
斯

で
あ
る
。

結

論

以
上
要
之
、
酒
の
専
萱

こ
い
ふ
こ
蓬
に
は
利
害
複
雑
で
容
易
に
決
定
を
與
え
難

い
所
で
は
あ
る
が
、
本
問
題
に

は
、公
益
上
の
観
察
黙
が
非
常
.に
重
大
で
あ

っ
て
、
其
か
ら

い
ふ
ご
、
酒
其
も
の
、
消
費
量
か
ら
見
て
も
品
質

か
ら

見

て
も
將
た
其
原
料
た
る
米
の
問
題
か
ら
労
え
て
も
、
政
府
專
費
を
得
策
ε
す

る
こ
ε
に
な
る
。
.酒
の
專
壷
が
到

る
庭
に
大
勢
で
め
る
ε
い
ふ
(註
一
七
)
こ
ε
は
吉

ひ
渦
ぎ
で
あ
る
に
せ
よ
、
兎
も
角
既

に
多
々
先
例
も
あ
る
(註
文

)

こ
ご
で
あ
り
、
日
本
で
も
今
日
の
情
勢
を
冷
静
に
考
え
る
ざ
當
さ
に
之
が
援
用
を
駕
す
を
得
策
ε
す
る
。
終
に
臨

臨

ん
で
私
は
酒

の
專
費

が
酒
弊

に
封
抗
す

乃
有
力
な

る

一
武
器

た

る
;
(註
一
九
)
ε

を
高
唱
す

る
者

で
あ

な
。

(註

■
七
)
.
ニ
ッ
チ
は
到
ろ
慮
に
酒
精
に
つ
奇
観
占
の
方
向
に
向
ふ
の
傾
向
々
示
す
ぜ
い
ふ
。

(註

一
八
)

佛
國
に
於
て
夙

に

大

八
○
年
ア
ル
グ
ラ
1
プ
が
此
提
案
存
出
し
、
瑞
西

に
に

天

八
六
年
來
、
露
国

往

㎡
入
九
四
年
來

(此
圃
で

ゆ

ば
此
前

に
も
既
ド
十
七
世
紀
に
井
に
十
九
世
紀
の
初
め
に
行
は
れ
た
こ
電
が
あ

る
)
火

酒
濁
占
が
行
-工
る
o
膚
ほ
セ
ル
ビ
ア
に
も
め
り
02

鋤

(註

口
九
)

"
ジ
パ
ー

ト
も
亦
日
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